
③

②

①

①

下の凹部に
落とし
込みます。

長足画びょうで
固定します。

1-G1

角棒

角棒に
当てます。

ご注意：

角棒に当てて、
右側のラインがずれる場合は、

右側優先でラインを揃えて下さい。

2段目も1段目と同じ手順で上まで設置します。

●２段目以降の設置手順

回転部にビニールテープを
巻いて固定します。

回転イスを
使用する
場合。

回転しない
椅子

◆必要なもの

固定しないと

   転倒する恐れが

      あります。※

※実際の作業としては、ノイズクリアを持って椅子に上がり、

凹部に落とし込み、左にスライドさせ、ピンで８箇所固定します。

これらの作業を安全に行うためには、安定した足場が必要です。

角棒を壁に付け、
ノイズクリアをずらし、
角棒に当てます。

[ ３箇所、計６本 ]

①

③

②

２本

２本

ノイズクリアを
壁に付けます。

２本

長足画びょうを刺し込んで
壁に固定します。

角棒 ◎
壁

 3.5
センチ

◎壁

  ２
センチ

②

◆スキマ幅
3.5センチの場合。

スキマ幅2センチで
止まります。

◎

端よりに刺します。

この部分の
フェルトの伸びで
ウレタンマットの
沈み込みによる
下がりを吸収し
ます。

③

画びょうの頭がフェルトに

沈み込むまで刺し込みます。画びょうを挿し終えたら
角棒を引き抜きます。

1-F2

◆手のひらを上にして
  角棒を持ったほうが作
  業が楽です。

画びょうの場合、

挿し込まれる深さが重要です。

長足画びょうによるノイズクリアの設置方法

■ノイズクリア設置説明書のピンの刺し込みに関わる部分を以下の手順に置換えて設置して下さい。

2,3セット目を後ろに付け、ずれないよう
クラフトテープ
   を貼ります。

クラフトテープ
   を貼ります。

1セット目を後ろに付け、ずれないよう

ネジで4箇所固定します。

2つで足らない場合は、

断面図

さらに合体させます。

①

①

②

②

X 2.2センチ

X 2.2センチ

2センチガイドを外し、
表面を上にして、マーキングします。

マーキングに沿ってカットし、

合体完了です。

Dタイプ3-C2

３本

ピンの本数は、ノイズクリアの面積に応じます。
面積が半分になれば、ピンは４本で構いません。

天井に接する部分で
カットした部材の場合。

３本

３本

天井が近く、
上から刺せない場合、
横から刺します。

６本刺さっていれば、差す箇所には融通性があります。

３本 ３本

障害物があり、
除去した場合。

■  長足画びょうの刺し込み箇所について

画びょうは、壁に垂直に刺します。

■ 長足画びょう１個の引抜き抵抗：2.0kg

 ノイズクリアの画びょう使用数：6個

 ノイズクリアの引抜抵抗：2.0kg × 6個＝ 12kg

 ノイズクリアの重量：3.64kg

 12kg / 3.64kg ＝ 3.29G

７ミリ ( さし込み 深さ )

９ミリ厚
ラワン合板

引抜抵抗

2.0kg～3.5kg ※

長足画びょうの引抜き抵抗

水平方向に
引き抜こうとする力
[ 地震の横揺れなど ]

※ラワン合板は、
  硬さ( 密度 )に
  ばらつきが
  あります。

約3200ガルの加速度に
耐える事ができます。

■石膏ボードに長足画びょうを刺した場合、
  1個、0.1kg(100g)/未満で抜け落ちますので、

   絶対に石膏ボード下地に画びょうで設置しないで下さい。

ノイズクリアは、互いに自重を支え合いますので、
ピンの刺す箇所が偏っていても安定保持できます。


